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３ 津軽海峡－太平洋沿岸の磯根資源維持管

理技術の開発

コンブ漁場、アワビ、ウニの餌料として、津軽

海峡から太平洋沿岸で重要なコンブ藻場につい

て、「磯焼け」や「雑海藻」から回復する効果的

技術を開発するとともに、磯根資源や漁場の管理

手法を指針にまとめます。また、コンブ、アワビ、

ウニ増殖場の効果的な利活用手法を検討します。

関連事業：海の森回復技術開発試験（八戸、三厩、

石持地先）、海の恵みを生み出す増殖場再生事業

（八戸、東通、風間浦地先）、人工石材活用コンブ

増殖試験（石持地先）、尻屋磯根資源調査、大間

地域環境生態系保全活動支援調査実証事業。

４ そ の 他

これまで技術開発を進めてきたエゴノリ、スジ

メ、チガイソ、アオワカメ、ガゴメなどの海藻種

について、引き続き関係機関に採苗技術を指導し

てまいります。

陸奥湾は閉鎖的な海域で、養殖ホタテガイの餌

料となるプランクトンは限られた量しか生産され

ないことから、ホタテガイも限られた量しか生産

できません。しかし、近年、陸奥湾の養殖ホタテ

ガイの収容枚数が増加傾向にあり、いわゆる「過

密養殖」状態となり、身入りの低下などの質的低

下とともに不安定な生産を招くようになってきて

います（図１）。

もともと養殖とは「水産生物の生活と環境を積

極的に管理し、その繁殖と成長を図り、目的とす

る大きさまで成育する」方法ですが、ホタテガイ

などの二枚貝の場合、餌料となるプランクトンは

天然で生産されたものを使用し、人為的には制御

できないので、一義的に天然で生産されるプラン

クトンの生産量に見合った養殖管理が必要となっ

てきます。

このため、県としては各地区での適正養殖数量

を割り出し、平成21年４月の次期漁業権の切替

え時に、「ホタテガイ適正養殖可能数量制度

（TASC）」を導入することを検討しています。し

かし、以前とは異なり、陸奥湾の基礎生産を基に

した数量の総量規制ではなく、漁業者及び加工業

者の収入、生産効率を最大にもたらすことも考慮

した最大養殖可能数量を割り出し、組合ごとに配

分することを検討しています。ホタテガイ適正養

殖可能数量制度（TASC：Total Allowable

Scallop Culture）という造語は、TAC（Total

Allowable Catch：資源管理制度）をもじってい

るとともに、我々県としての

TASK（仕事）であることもかけ

ています。

増養殖研究所では、平成12年

度から14年度にかけて、C13法を

用いて陸奥湾全体での基礎生産力

を調査して、ホタテガイの環境収

容量は13億６千万個体であると

いう結果を出しています。ただし、

これだけでは組合ごとの適正養殖

数量がでてきません。餌料となる

植物プランクトンは潮流とともに

陸奥湾の中を流動的に動き回りま

す。今年度は陸奥湾内の流れ（プ
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図１　幹綱１ｍ当たり収容枚数と軟体部重量の推移（全湾平均）
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ランクトンの動き）を把握するために、平舘沖と

川内沖の２か所の自動観測ブイから送られてくる

水深別の流速と水温、さらには陸奥湾内の６カ所

に流速計、24カ所に水温計を設置して詳細なデー

タを採るとともに（図２）、これまで当研究所で集

積してきたデータを基にして、陸奥湾内の季節別、

地域別の流体・流動シュミレーションを作り上げ、

地域別の餌料収支および適正養殖数量を算出して

いきます。

ホタテガイ養殖自体は、経済行為ですので生物

自体の餌料環境だけ議論しても成り立っていきま

せん。今回の調査では、漁業者および加工業者の

生産効率、収入を最大にするために、経営調査を

実施し、適正収益生産量を導くためのシュミレー

ションモデルを作り上げることも行います。この

生物環境と経営環境とを融合して、陸奥湾の適正

養殖可能数量を算出することにしています。

このTASC制度という新しい制度のもとに、陸

奥湾のホタテガイの最大生産を目指すのではな

く、最大収益をもたらしてくれるような養殖生産

体系を構築してくれることを期待しています。
図２　流速計および水温計設置場所

テレメータブイ
自記式流向流速計
自記式水温計

○種苗生産試験情報

魚類部で実施している今年度の種苗生産試験状

況をお知らせします。

（マ　ダ　ラ）

平成19年１月18日に脇野沢沖で漁獲された親

魚から採卵し、ふ化飼育した稚魚（全長30－

40mmサイズ約31千尾）を４月26日と５月10日

にむつ市脇野沢の中間育成場に搬入し、脇野沢村

漁協のご協力により中間育成中です。６月中旬に

標識放流する予定です。

（マコガレイ）

平成19年１月24日と２月21日に三沢沖で漁獲

された親魚から採卵し、ふ化飼育した稚魚約9.5

万尾（５月下旬現在、全長25～45mm）を飼育

中。80mmサイズ２万尾の標識放流を目標とし

ています。

（ウスメバル）

平成18年に海峡で漁獲され養成していた親魚

（提供いただいた大間漁協の山本昭吾氏、今別町

東部漁協の川口順一氏に感謝いたします）から平

成19年３月22日～４月27日に産仔魚を得、種苗

生産した稚魚約1.5万尾（５月下旬現在、全長８

～20mm）を飼育中。日本海側で中間育成し、

全長10cmサイズで標識放流する予定です。

（キツネメバル）

（社）青森県栽培漁業振興協会に委託しており、

平成19年４月12日から種苗生産を開始し、５月

下旬現在、全長10～15mm、約５万尾飼育中。

○標識放流のお知らせと
再捕報告のお願い

ウスメバル、マコガレイ、キツネメバルの栽培

漁業を推進するため、下記のとおり標識放流を行

いました。

魚類部長　吉　田　由　孝


